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は　じ　め　に

　新潟平野東縁部の新発田一尉出線（山下，1957）は，落差4000m以上に達する大規模

な断裂であるとされている（笹神団研グループ，1977・1980：丸山ほか，1981；山下ほ

か，1982）。一方，新発田一小出線と棚倉構造線とにはさまれた地帯の古期岩類が，両構

造線と同格の複数の断層によって帯状に区分できることを明らかにした山下（1957）は，

その後それらの古零下類が柏崎と銚子を結ぶ線以南には分布していないことから，そこに

推定される大きな構造線を「柏崎一銚子線」と呼び，同時にそれと糸魚川一静岡構造線と

に囲まれた部分を「信越房熱帯」と呼んだ（山下，1970）。柏崎一銚子線の中で，柏崎か

ら湯沢に至る間ではこれをまたいで両側の新第三系～第四系が連続的に分布しており，地

表部で見る限りそこに大きな断層があるようには思われない。しかし，これまでにも猪間

（1971），西田・茅原（1973），小川・石和田（1976），茅原（1976）などによって，新第

三系におおわれた地下にNW－SE方向で基盤断裂の存在する可能性が指摘されており，

また古くからこの付近を境にして北東側と南西側で新第三系の岩相や構造，石油の産出状

況などに違いがあるとされてきたことなどを合わせると，柏崎一銚子線の存在は今日では

疑い得ない。

　柏崎一銚子線にせよ糸魚川一静岡構造線にせよ，それらはいずれも本州弧の伸長軸に高

角で交わる大規模な断裂であり，一方新発田一小出線やそれに並行する基盤断裂は本州弧

方向にほぼ縦走する断層とみることができる。もちろん，それらの大きな断層以外にも方

向や規模の異なる多くの断層が発達している訳であるが，それによって境される岩層の違

いから推定される落差や延長距離などの点で上記の断裂とはオーダーの違う場合が多い。

従って，少くとも本州弧中央部では，弧に縦走する方向と，それに高角で交わる方向の2

つの系統の大規模断裂が発達しているとみなすことが可能であり，本論文ではそのことを

フオッサ・マグナ，新潟平野，日本近海各地のデータをもとに検討を加えた。

　フオッサ・マグナ地域を本州弧と伊豆一マリアナ弧の交叉部あるいは会合部とみなすこ

とは，「交叉」や「会合」の地質学的意味を別にすれば，最近ではかなり一般的なことと

なりつつある。

　はたして“島弧”は会合（交叉）しているのであろうか。もし仮に会合があるとすれ

ば，そこには具体的にどのような地質現象が生ずるのであろうか。本論文では，そのよう

な観点からこれまでのデータを再検討してみたものである。

　結論的に言えば，フオッサ・マグナ地域では，基本的にその方向を異にした二つの構
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造，即ち“信越方向の構造”と“大峰方向の構造”とが重複して表われており，ここでの

新第三系～第四系の構造発達史は，両者が会合（交叉）した結果として再整理する必要の

あることが明らかとなった。

　島弧形成過程を，海洋プレートの沈み込み帯における地質現象として統一的に説明しよ

うとの試みが盛んな昨今であるが，事実の裏付けの不充分なままにモデルづくりばかりが

先行している感なきにしもあらずである。小論で述べるささやかな地質現象が，フオッサ

・マグナ形成史，島隊形成史を論ずる上で少しでも役に立つことになれば幸いである。

　本論文をまとめるに当り，信州大学理学部山下　昇教授には原稿に目を通していただ

き，不備な点をご指摘いただいた。また，同地質学教室層位・構造ゼミの方々には内容の

一部についてこ討論いただき，有益な示唆を受けた。なお，研究費の一部として新潟大学

理学部島津光夫教授陣表による総研Aの文部省科研費を使用した。原稿・図表類の整下等

では上條ゆり子・百瀬裕子のお二人にお世話になった。以上の方々に厚くお礼申し上げ

る。

1　フオッサ・マグナにおける2つの構造方向

　A　信越方向の構造

　北部フオッサ・マグナ，特に長野県地域の第三系の地質構造を最初に大観し，層序・構
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すもん
造の区分を行なった本問（1927）は，新潟県守門岳付近から長野を通り，松本に至る北北

東一南南西方向の線を引き，それを東北日本の第三紀深成岩類の西方の限界とみなした。

そしてそれ以東の地域は第三紀末の榴曲運動によっても摺好しなかった地域（無榴曲区），

それ以西は激しく摺減した地域（禰曲区）として区分した（第1図）。手摺曲区は，中新

世初期のグリーンタフ層やそれを貫く深成～半深成岩類が分布する地域である。本間の言

うように，そこに分布する岩層にはこれまでの多くの調査によっても顕著な摺曲構造が認

められない。この地帯は，しばしば中央隆起帯（フオッサ・マグナ研究グループ，1958），

あるいは安定地帯（小林，1957）などと呼ばれ，一定の特徴をもった構造区として認識さ

れてきた（小林，1968）。一方，平曲区では中～上部中新統，鮮新統～更新統が，北東一

南西方向に延びる榴曲構造をとって連続的に分布している。本間以降の多くの研究によっ

て，この地域の地質構造が単純に裾特区・華華特区だけに2大区分される訳ではなく，さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おたりらにいくつかの構造区が設定できることが次第に明らかにされてきた。たとえば，小谷隆

起帯（平林，1967；1969），ムラサメ帯（フオッサ・マグナ研究グループ，1958），中央隆

起帯東部の小諸堆積区（飯島，1962）などはその具体例である。

　それらに共通した認識は，北部フオッサ・マグナの新第三系～第四系において，最も明

瞭で基本的な構造方向が北北東一南南西ないし北東一南西方向だということであった。こ

のような，新潟から長野にかけて発達する第三系～第四系が示している基本構造を“信越

方向の構造”と呼ぶことにしたい。

　戸越：方向の構造”という語を新たに用いるに当っては，その定義を明確にしておく必

要があろう。ここで用いた“信越方向”とは，いわゆる北部フオッサ・マグナ地域から新

潟堆積盆地域，あるいはそれに隣接する地域において，別記するような意味での新発田一

二出線から津南，長野を通り松本に至る線によって代表される新第三系～下部第四系の一
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第1図本間（1927）による日本列島中央部の構造略図

　　　　1．結晶片岩　2．先第三系　3．下部白亜系　4．古第三系　5．第三紀末期
　　　の摺曲期に著しく摺曲しなかった新第三系　6．第三紀末期の摺曲期に著しく摺曲

　　　した新第三系　7．第三紀深成岩マグマ逆入当時に摺曲をうけた第三系　8．新第

　　　三紀中期の深成岩　9．第三紀末摺曲期以後の堆積層　10．仮想（断層）線　　（本

　　　間，1927の旧仮名使い等を改め，一部改変して作成した）
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般走向（摺曲の長軸および大規模な走向断層の方向）を指している。

　この方向を直接的に表現しているものは，一部を除いて大部分が新第三系～第四系であ

る。しかし，後で述べるように，新潟堆積盆地や日本海東縁部各地の地下構造の検討結果

をみても，表層部の第三系～第四系に認められる規則的な構造は，おそらく地下深部に伏

在する基盤岩のもつ構造の間接的な表現にちがいない。
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第2図　北部フォッサ・マグナ地域，東北日本南部にみられる“信越方向”の帯状構造と

　　　その区分
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　　線　K－C．柏崎一銚子線　1－S．’糸魚川一静岡構造線

　　　B～Fの区分および④一⑤～①一①の各境界線は山下（1970）による。また，1

　　帯は赤羽（1980）の西頸城構造区に，III帯は赤羽（1980）の高井構造区と山下（1983）

　　　の美ケ原帯とを合わせた地域に相当する。⑮一①は赤羽（198①の新井一小谷構造

　　線に相当し，◎一⑨は赤羽（1980）の白根一上田構造線をさらに富士見まで延長し

　　　たものである。
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　榴曲区と無罪曲区を境する構造線が，信越藤豆帯（山下，1970）の内部ではおよそ，津

南町から飯山市を通り，長野市を経て松本付近にまで達すると考えられることから，これ

を津南一松本線と呼ぶことにしたい。津南　松本線をはじめ，北部フオッサ・マグナ地域

にはこの他にも信越方向をとる構造線が何回か発達し，それらによって第三系が帯状に区

分される（第2図）。各帯を北から順に，西頸城帯，水内帯，高井一美ケ原帯，浅間山一

八ケ岳帯と呼ぶ。各帯を境する構造線は，それぞれ新井一小谷構造線，津南一松本線，白

根一富士見構造線である。

　B　大峰方向の構造

　フオッサ・マグナ地域では，信越方向とは異なる別の構造がもう1つ認められる。それ
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第4図　南部フオッサ・マグナ富士川谷における“大峰方向”の帯状構造（松田，1961：

　　　小坂・角田，1969；富士川団研，1976：千葉・富士川団研，1980をもとに作成）。

　　　　南部フオッサ・マグナにおいても，富士川谷流域の第三系が，糸魚川一静岡構造

　　　線やそれと並行の数本の断層（構造線〉によって，1～IV帯に帯状に構造区分する

　　　ことが可能である，1：富士宮一蒲原帯　II：常葉一内船帯　III：曙一飯富帯
　　　IV：竜爪帯と仮称しておく。図中の不定形楕円は堆積盆の概略の大きさを表わし，

　　　矢印はその移動の方向を表わしている。
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の最も顕著なものは，糸一面構造線であるがその方向は明らかにこれまで述べたような信

越方向とは斜交している。糸　静構造線に沿っては配意kmの構造帯“大峰帯”が存在

し，そこにおいて中新世末以来第四紀に至るまで，特徴ある堆積作用，火山活動のあった

ことが知られている（姫川団研グループ，1958；小坂，1980：1982）。また，筆者はかっ

て堆積盆の発達様式，地質構造，火成活動の特徴によって，北信地域の第三系が，糸一静

構造線方向に細長くのびる大峰帯・高府帯・荒馬帯という3つの帯に区分できることを示

した（小坂，1979）。各帯はそれぞれに堆積作用・火成作用など基本的な点で個性をもっ

ており，互いに独立した構造区として識別できる（第3図）。このような構造区分が，北

部フオッサ・マグナのしかも糸一静構造線近傍だけに可能なものだとすれば，それは単な

る局部的で特異な現象ということになる。しかし，糸　静構造線におおむね平行で，しか

も信越方向と斜交する方向の構造はこの他にもかなり広く認められるのである。例えば南

部フオッサ・マグナ，富士川谷流域では，北部とよく似たNS性の帯状構造が知られて

いる（千葉ほか，1980）（第4図）。また北部フオッサ・マグナ地域での槽曲軸配置から推

定されるNS性の断裂群，南北両フオッサ・マグナにまたがる鮮新世～第四紀火山のNS

方向配列（島津，1982）などはその例である。

　このような，糸一静構造線におおむね平行な構造方向を筆者のいう大峰帯によって代表

させ，“大峰方向”と呼ぶことにしたい。

　当然のことながら，この大峰方向はすでに述べた信越方向とは異なり，フオッサ・マグ

ナ西縁部の糸一画構造線やそれと同方向の断層群（例えば小谷一中山断層，戸隠一松本線

などによって代表され，その方向での新第三系～第四系の堆積・火成作用の場の移動・配

列などを基本的特徴としている。

　フオッサ・マグナ，特にその北部地域ではこれまで述べた2つの構造方向が第三系の性

格をさまざまな点で規定している。

II　2つの構造の交叉

　A　水内帯における略大峰方向の構造”

　水内帯は，北西縁を新井一小谷構造線，南東縁を津南一松本線に限られて，北東一南西

方向に延びる構造区である（第2図）。この帯では，新第三紀中新統から第四紀更新統ま

での堆積岩類が，帯の延びの方向に一致した軸をもつ大小さまざまな愚計構造をとって分

布する。それらは長野から新潟にかけて連続的に発達するものでなく，むしろ地域ごとに

形態や規模を異にし，かつその変化に規則性の認められる場合が多く，摺曲形成史に関し

てもいくつかの異なった考えが知られている（小松，1967；加藤，1970：竹内，1977；植

村，1976：鈴木ほか，1974）。

　北部フオッサ・マグナ研究グループ（1976）は，軸の長さを基準に用いて三曲の分類を

試みている。それによると，この地域の叙爵は軸長25km以上に達する第1級摺曲と，

10kln以下の第2級摺曲とに分けられる。第1級槽曲の代表的なものとして知られる高府

向斜は，土尻川中流の出府付近を中心にして，北北東一南南西方向の軸をもつ開いた謡曲

である。向斜軸が向斜北半部では北北東から北東に方向を変えており，この部分を構造的

．にみて高府向斜の北方延長部ととらえるか，または別個の向斜ととらえるかについては意
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見の異なるところである。しかし，従来一連とされていた下府向斜の軸についてみると，

北北東一南南西方向を示す部分と，北東一南西方向を示す部分とは実は不連続であり，ま

た地層中にも部分的な不整合が存在する（北部フオッサ・マグナ研究グループ，1976；矢

野ほか，1976：矢野，1981）。従って，高府向斜の北半部において北北東から北東へ軸方

向が変化している部分は，構造的には高府向斜とさらにもう1つ別個の向斜（折橋向斜二

富沢，1953）とが互いに接していると考えるべきである　（第3，5図）。

　水内帯に属する第1級の摺曲としては，高趣向斜のほかにも，日影，込地の2つの向斜

がある。それら第1級禰曲の配列やそこでの堆積史的な性格については，次のような事実

が指摘できる。即ち，それらはいずれも大峰帯に隣接してその東側に位置しており，北北

東一南南西方向の軸をもって全体が南北方向に規則的な雁行配列を示している。また，そ

れぞれの向斜に対応した堆積盆地が形成されており，南から北へ向かう規則的な将棋倒し
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運動がみられる。

　第1級の一曲構造が，一定の範囲にわたって規則的な配列を示したり，堆積作用の面で

も一定の方向性ある将棋倒し運動が認められる地域は，北部フオッサ・マグナ地域全体を
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　　根一富士見線）　2．確実度の高い断層　3，photo　lineaments　4．平担溶岩（前

　　期更新世）　5．古期岩類　6．守屋・内村層の火砕岩層　7，守屋～内村層の火

　　砕岩層　8．甥所層の泥岩・砂岩層（小坂ほか，1982を一部改変）



130 小　坂　共　詠

みてもここ以外にはない。筆者はその意味で，この地帯のことを“学府帯”と名付けて他

と区別した（小坂，1979）。糸一発構造線に沿う構造帯として“大峰帯”の存在が明瞭と

なりつつある今日，それに隣接して並存する“高府帯”の持つ意味も重要なものと思われ

る。

　高府帯の東一線と考えられる，　“戸隠一松本線”（小坂，1979の小谷一松本線に相当）

は，日影向斜の北端部から，荒倉山西側，聖山西側，三思背斜軸部を通り，その南端は松

本市浅間温泉付近にまで達する。戸隠一松本線以東の第三系中には第1級摺曲が認められ

ないし，また軸方向も一般に北東一南西方向を指すものが多い。

　このように．，信越方向の摺曲構造帯である水内帯の中にあって，その構造方向と斜交し

て南北方向をとる榴曲区あるいは堆積区が識別される訳であり，その運動の方向性や位置

関係からみて，これを“大峰方向の構造”と考えることができる。

　B　高井一美ケ原帯における“大峰方向の構造”

　主として中新世前期のグリーンタフ層や，それらを貫く深成岩類・半深成岩類などから

なる“高井一美ケ原帯”は，北部フオッサ・マグナ中央部にあって前述の水内帯南東部に

位置し，1つの隆起帯をなしている。帯の延長方向は水内帯と同じく，北北東一南南西な

いし北東一南西方向であり，その南端は諏訪湖南方の守屋山に及んでいる。帯の南半部に

含まれる内村山地には，下部中新統の模式層である内村層が広く分布している。それら

は，いわゆるグリーンタフを主体とする地層群と，非火山性の砕贋岩を主体とする地層群
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　内村山地の東西方向摸式層序断面図（青木層の堆積期を基準面として作成）

　1．安山岩質火砕岩層　2．玄武岩質溶岩　3．ガラス質安山岩溶岩　4．玄武

岩質火砕岩層（1～4層は内村累層に相当）　5．礫岩　6．砂岩・石灰質砂岩

7．黒色泥岩・砂質泥岩　8，石灰岩・石灰質ノジュール　9，bioturbation
structure　10，海緑石砂岩　11．ひん岩（岩株状）　12．ひん岩（岩床状）　13．

石英閃緑岩　／4．タコブネ化石産出地。

　ムラサメ帯（珪化変質帯）中央部に石英閃緑岩～ひん岩が選入していること，ま

たこの変質帯を境にして内村層の岩相が大きく変わること，男馨所層も岩相・層厚が

大きく変わることなどが示されている。この断面図は，第6図aのA－A’に沿って描

いたものである。
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とに岩相上2大別される。両地層群の相互関係で最も特徴的なことは，両者がそれぞれの

分布地を異にし，かつ狭い範囲内で指交関係をもって岩相移化することである。非砕屑岩

相の主な分布地は，松本市東部の美鈴湖周辺であるが，それと一連の砕屑岩層は南方の鉢

伏山や高ボッチ山周辺にもかなりの分布を示している。それらの地層とグリーンタフ層と

の大規模な指交は，ちょうど戸谷峰と鉢伏山とを結んだほぼ南北方向の線付近を中心にし

て認められる（第6図）。このことは，内村層の堆積期には堆積盆地全体が主として火砕

岩層の厚く堆積する場，言いかえると火山活動が激しく進行する場と，もっぱら泥・砂・

礫などの厚く堆積する場とに明瞭に分化していたことを示している。戸谷峰と高ボッチを

結ぶ岩相変換線を北方に延長した部分に分布する別所雨中でも，岩相変化や層厚変化が認

められ，内村層中にみられる大規模な地層の指交現象が内村山地だけに限られたものでは

ないことを示している。北北東ないし北東方向をとっている高井一美ケ原帯にあって，ほ

ぼ南北方向を示す岩相・層厚の境界線の存在は，信越方向とは別の構造要素，即ち大峰方

向の構造の現われと見ることができる。

　C　北部フオッサ・マグナにおける鮮新一更新世の火山活動

ら
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ひん岩類　4．鮮新～洪積世火山岩類　5．第
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　北部フオッサ・マグナ内部には，大峰帯はもちろんであるが，それ以外にも大峰方向の

構造規制をうけた鮮新一更新世の火山岩類が各地に広く分布している。

　南東縁を新井一小谷構造線に限られて，氷内帯の北西部に位置する西頸城山地の中核部

は，一部逆転構造をもつほどに強く榴曲した中新世～鮮新世の砕屑岩層で構成されている

が，それらの砕屑岩層の構造とは非調和的に鮮新～更新世の安山岩質～石英安山岩質火砕

岩層や半深成岩類が分布している。各岩層や岩体が構造上，下位層と明瞭な非調和関係に

あること，またそれらが西頸転回の伸長方向に一致せず，むしろそれを南北に斜断ずる形

で分布することが特徴である（第7図）。

　また，水内帯では，暉々世柵期の火山活動に由来する火砕岩類が，戸隠・荒倉山・聖山

の3地域に特に集中して分布する。それらはいずれも水内帯の基本的な構造特性である北

東一南西方向の榴曲構造による規制をうけているが，同時にまた西頸城帯でみられたと同

様な南北方向の線状配列も示すという特徴がある。

　内村山地の南西部に位置する美ケ原高原から霧ケ峰高原には，洪積世前期の形成とされ

る安山岩質火砕岩～溶岩類が特徴ある平坦地形をなして分布する。それと類似した火山岩

類は，高井山地にも広く分布しており，この限りでは信越方向の高井　美ケ原帯における

新鮮の火山活動と考えることもできる。しかし，美ケ原・霧ケ聖高原の火山岩類の層序や

構造上の特徴からみると，それらの火山岩類をもたらした活動は明らかに北西一南東方向

の断裂の形成と密接な関係をもっており，その方向はまさしく諏訪湖南西縁を通過すると

言われる糸一難構造線方向に見事に符号している（石田ほか，1984）。

　高井一美ケ下帯の南端部において，帯を斜断ずるような北西一南東方向の断裂や，それ

に伴った火山活動が洪積世前期に生じたことは間違いない。

　以上のように，北部フオッサ・マグナでは，北は日本海から南は南部フオッサ・マグナ

との境界付近に至るまで，各地に大峰方向，言いかえるなら糸一章構造線方向の構造規制

をうけた鮮新～更新世火山岩峰が分布しており，それらに共通して言えることは，信越方

向の構造をもった岩層と非調和的関係にあるということである。

　これらの火山岩類をもたらした活動が，すでに述べた大峰帯や高府帯などの形成と直接

的な関係を持っていたのかどうかは明らかではない。しかし，それらが信越方向の構造帯

とは明らかに斜交し，しかも北部フオッサ・マグナの多くの地域で大峰帯や糸一々構造線

におおむね平行する方向で分布していることや活動時期が鮮新世から洪積世にわたるもの

という同時代性などからみて，これらの火山活動を局地的で偶然的な現象とみる訳にはい

かない。やはりそれらは大峰帯・高伸葺の形成や糸一部構造線の活動などと関連した地殻

深部での造構過程の地表部へのあらわれと考えるべきであろう。

　筆者は，かつて，この鮮新　更新世の火山活動地域を総称するものとして，“荒鼻革”

を用いたが（小坂，1979），ここではより広い地域をカバーするものとして略柵一えんれ

い帯”という言葉を用いることにしたい。これまでの記述からも判るように，“柵一えん

れい帯”は，北部フオッサ・マグナにおいて，脚質星園降活発化した火山活動帯であり，

その構造は南北ないし北西一南東の方向，別のことばでいえば糸一罪構造線，即ち大峰方

向をとることが特徴である。
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　D　新潟堆積盆地とその周辺

　厚い新第三系～第四系からなる新潟堆積盆地の北部に位置する北蒲原平野の基盤構造に

ついて，片平（1969）は次のような特徴があることを明らかにしている。即ち，基盤岩中

にはNNE－SSW方向の地塁状の高まりがあり，それを作った断層運動の開始は先津川

期にまでさかのぼることができること。また，その方向の断層は，津川層・七谷層の堆積

作用や火山活動に著しい影響を与えており，その後にNW－SEないしEW性の断層群

が形成され，基盤のブロック化が進んだこと（第8図a，b）。

　また，池辺ほか（1972）は，新第三系や第四系におおわれた新潟堆積盆地の基盤岩が大

まかに見て北北東　南南西のいわゆる新潟方向をとって分布しており，その方向で数条の

基盤高が存在すること，またこの方向に斜交する東西ないし北西一南東方向の基盤高で示

される構造方向が認められることなどを指摘し，それが東方の山地に露出する基盤岩の分

布にも反映していると述べている（第9図）。新潟堆積盆地の基盤岩にみられるような地

質構造は，それをおおう新第三系～第四系の構造にもよく反映されており，北西　南東方

向の断層に切られながらも北北東一南南西方向でよく連続する背斜構造や，それらにはさ

まれた向斜構造が発達している。

　新潟堆積盆地において新潟方向と呼ばれる1つの構造方向が，基盤内に形成された断裂
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の1方向を意味するものならば，その具体的な現われは，堆積盆地東縁部に存在が確実視

される新発田一思出線（山下，1970）であろう。この断層の発生は白亜紀末にまでさかの

ぼるとする考えもあるが（山下ほか，1982），その運動が顕在化したのは中新世末～鮮新

世頃と一般に考えられている（笹神団研グループ，1980）。また，断層運動は現在もなお

続いているが（活断層研究会，1980），その動きは過去のそれとちがい，西側地塊が東側

地塊に対して衝上する性格であることが一部で認められている（青木ほか，1978：丸山ほ

カ｝，　1982）o

　新発田一小出線以東の基盤岩露出地域，および新潟堆積盆地を含む東北日本弧の地質構

造に関し，島津（1973）は三面一棚倉線を境にしてその北側を東北日本主部，南側を津川

一会津区と呼んで区別した。津川一会津区の基本構造は，北西一南東系と北東一南西およ

び南北系の基盤断裂を反映しており，前者を代表するものとして只見一伊南構造帯（島田
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第8図a・b　新潟県北蒲原平野の基盤構造図（片平，1969をもとに作成）

　　　図中の①～③は基盤岩アップリフト帯を表わしている。第三系，特にTg（津川層〉

　　　・Nt（七谷層）等の層厚が，著しく基盤岩アップリフト帯に影響されていること，

　　また基盤岩が，基本的にNNE6SW，　NW－SE方向の2系統の断層系によってブロ

　　ック化していることなどが示されている。
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第9図　信越第三系堆積盆地の構造概念図（池辺ほか，1972：井上ほか，1979を一部改編

　　して作成）

　　　1．グリーンタフないし基盤岩からなる上昇帯　2．沈降帯（堆積盆）　3．構
　　造線　4．推定される構造線

ほか，1968）が，また後者の構造として七子沢一小川破砕帯（島田ほか，1969）が知られ

ている。島田（1982）によれば，只子沢一小川破砕帯が只見地方の基本構造であるNW

－SE系の只見一伊南構造帯を東西に分断する形でグリーンタフ造山期に形成された。し

かし，一方ではこの破砕帯が南方の基盤岩中の破砕帯に連続しているため，基盤岩の南北

性の古い構造帯の再活動と考えられること，また，この破砕帯の南方延長部が片品構造帯

に連絡することなどから新たに“只見一片品構造帯”を提唱している。

　このように，津川一会津区においても基盤岩中はもちろん，第三系中に北北東一南南西

ないし南北性の構造が明らかに存在しており，それらが新発田一小出線や片品構造帯のよ

うな基盤断裂の方向を表わしているとみられる例がしばしばある。津川一会津区の基本構

造とされる北西一南東方向の断裂の形成は，津川期以降とされるが（島津，！973；津川グ
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リーンタフ団研，1979：八幡ほか，1982），そうであるならここでも北北東一南南西ない

し南北方向の構造が古くから存在した基本構造であり，北西一南東方向（津川一会津区の

方向）が新たに出現した構造ということになる。

　新潟堆積盆地やその東方山地にみられるこのような構造が，本州弧に沿った日本海沿岸

各地の海底の地質構造にも禅寺的に認められている。井上ほか（1979）は，東北裏日本大

陸棚の基盤が，本州一方向に平行なアーク状の断裂と，それに直交ないし斜交する断裂と

によって傾動地塊となっており，傾動した地塁状基盤の上にはうすく，また地塁に囲まれ

た地溝状の部分には厚く第三紀～第四紀の堆積物が存在することを明らかにしている。北

陸から山陰にかけての日本海沿岸地域の海底地下構造も，東北裏日本地域とよく似たもの

であることが明らかにされている（田中，1979）。

　いずれにしても，日本海東縁の大陸棚地域に発達する第三系堆積盆は，陸域のそれとよ

く似て，本州弧方向とそれに直交あるいは斜交する方向の2系統の構造に規制されている

ことが明らかである。

III討 論

　A　津南一松本線の構造的意義

　津南一松本線を境にしてその南東側の地塊（高井一美ケ原野）は，主に中新世初～中期

のグリーンタフ層や，それを貫く深成～半深成岩類で特徴づけられている。また，中新世

中～後期以降は隆起・削はくの場となり，一部を除くと摺曲した第三系が分布しない地域

となっている。一方，北西側地塊（水内帯）は，大峰方向の構造線によって分断されては

いるが中新世中期以降の海成層が広く分布しており，それらは激しく摺卜している。

　AsANo　et　al。（1969）によれば，中部中新統の厚さが長野盆地西縁を境にして西側では

およそ4000mに達するのに対し，東側は1000mと極端な違いを示している。赤羽（1980

・1981）はこのことに注目し，さらに盆地西縁に多くの断層が発達することや，地形的特

徴，善光寺地震の発生などからそこに構造線があると考え，それを長野盆地西縁構造線と

呼んだ。この構造線に沿っては現在西上がり東落ちの逆断層的な動きのあることがしられ

ているが，地震動解析結果は明らかに西側地塊が大きく落ち込んでいることを示してい

る。東西両地塊の中新子の基底が何であるかが定かではないため，これほどの落差を生じ

た運動の始まりやその後の動きを追跡することがまだむずかしいとはいえ，津南一松本線

が，高井一美ケ原帯と水内帯とを境する，落差数千メートルに達する大規模な断裂である

ことは間違いない。その具体的な1つの姿が長野盆地西縁構造線であろう。また，その南

西延長部は一部平林（1969）の長野一松本50．線に一致し，聖山西縁部から坂北・会田を

通り松本に達する。この地域では構造線以東にも中～上部中新統が分布するが，それらは

緩傾斜で開いた浄曲構造を示し，層相・層厚からみても非沈降域であったことを物語って

いる。しかし西側のそれは，込地向斜に代表されるような閉じた摺曲構造が発達し，層厚

も向斜部で最大4000mに達し沈降量が大きかったことを示している。

　このように，津南一松本線は，少くとも中部中新統の堆積時から沈降域と非沈降域を境

する構造線として顕在化していたことは明らかである。むしろ筆者は，水内帯北西部の頸

城帯の中核部に下部中新統グリーンタフ層がみられることや，深成岩類がそれを貫いてい
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ること，現在明らかにNE－SW方向の隆起帯となっていることなどから，そこが高井一

美ケ原帯と同じ性格の火山一郭成活動帯であり（平林，1969），第2図に示されるような

信越方向の帯状構造は中新世初期にはすでに完成していたのではないかと考えている。

　北部フオッサ・マグナにおける第1級の信越方向の構造である津南　松本線の持つ性格

には，新潟地方での新発田一道出線の持つそれとよく似たところが多い。津南一松本線

は，新発田一小出線のフオッサ・マグナ（信越房豆帯）地域への延長部とみることができ

る。従って，この構造線で代表されるNE－SW方向の帯状構造は，新潟堆積盆：や越後山

地にみられるNNE－SSW性の帯状構造と基本的に同じものとみるべきであろう。

　B　大峰方向の始まり

　フオッサ・マグナ内部において，大峰帯・高府帯のような顕著なNS性の構造が現わ

れるのは，中新世中～後期以降であり，火山活動の面では鮮新世以降である。この限りで

は，大峰方向の出現は比較的新しいということになる。しかし，下部中新鋭内村層の堆積

時にすでにこの方向に堆積作用・火山活動が構造規制されている事実もあり（小坂ほか，

1982），この構造方向の出現はより古くなる可能性が強い。

　かつて大森（1960）は，フオッサ・マグナの西縁・東縁構造線について次のように述べ

た。即ち，それらは上部白亜系堆積後，御坂層堆積前といった一時期に形成されたもので

はなく，前期ユラ双ないし後期三畳紀～古第三紀にかけて次第に赤石山地と関東山地との

対曲を強める形で形成された。さらに大森（1969）は，西南日本内帯の帯状構造が，基本

的には棚倉構造線付近まで追跡できるとし，糸一軸構造線と棚倉構造線の発達史の比較か

らフオッサ・マグナの形成はジュラ紀後期にさかのぼると考えた。そして，糸一静構造線

に沿って生起したグリーンタフ変動によって信越房豆帯が形成されたと述べている。

　ところで，糸一貫構造線以西の西南日本内帯に広く分布する後期中生代～古第三紀酸性

火山岩類の性格について興味ある指摘がみられる。

　河田ほか（1961）によって濃飛流紋岩類と名づけられた中生代末期の酸性火山岩類の大

部分が，西南日本の古愚身類の一般方向であるENE－WSWないしNE－SW方向と異

なるNW－SE方向の構造規制をうけている（河田ほか，1961：礒見ほか，1968：西南日

本内帯後期火成活動研究グループ，1967など）。最近の知見によると濃飛流紋岩類は1

～Vまでステージ区分され，IaとIbの間に構造方向の大きな転換があったことが明らか

となっている。即ちIaはNE－SWの領家帯方向，　Ib以降はNW－SE方向（濃飛岩体

の方向）の構造である。この運動の転換期は同位体年令値では105Ma～90Maの間にあ

り，Albian～Turonianの頃とされている（小井土ほか，1983）。馬飛西縁破砕帯（懐中

ほか，1967）や神谷断層帯，面谷流紋岩中の構造（棚瀬，1980）などに注目して小井土

（1980）は，中生代末に大規模なNW－SE方向の深部断裂の形成があったと考え，この

運動がフオッサ・マグナの形成に深くかかわったと述べている。これまでにも糸一心構造

線に近接してその方向に古第三紀の石坂流紋岩の分布が知られていたし，また最近石沢

（1982）により，北アルプス北部の鹿島川流域の古第三紀酸性火山岩～深成岩類の活動に

も，糸一霞構造線方向の構造規制のあることが明らかにされている。

　フオッサ・マグナ内部の第三系中に認められる糸一静構造線方向の構造が，ブロック化

した基盤の断裂方向を反映したものだとすると，それと同傾向の断裂が糸一静線以西の古



138 小　坂　共　栄

期岩類中にも広く認められる訳であり，それらは一連の断裂系として白亜紀末のある時

期，即ち遠回流紋岩類の活動でIa～lbの間とされている時期に形成された可能性が強い。

　本州弧において大峰方向の大規模な断裂が形成され始めた時期を，フオッサ・マグナの

誕生ととらえるなら，それは白亜紀末ということになる，そしてそれ以来の断裂形成史の

過程で，最も相対的な運動量の大きかった．ものが糸一静構造線であり，柏崎一銚子線であ

ったということになる。

　これまで述べてきたことから判るように，これら大峰方向の断裂群は，それ以前に形成

された本州弧方向の基盤岩帯状構造に斜交し，それらを破壊する形で白亜紀末期に発生し

たものとみられる。新潟堆積盆，越後山地，フオッサ・マグナ各地で認められる2方向の

基本構造の関係はこのことをよく示していると思われる。

お　わ　り　に

　本州弧と伊豆一マリアナ弧は，島影形成論的には多くの共通点をもっており，千島弧・

東北日本弧・伊豆マリアナ弧を合わせて一連の東日本島弧系として一括できるとする見方

もある（上田ほか，1970）。しかし，フオッサ・マグナやその周辺地域に明瞭な2つの構

造が，それぞれ東北日本軍（あるいは本州弧），伊豆一マリアナ弧といった型押に個有の

ものであり，それらが方向を異にして不連続関係にあるということは，造構史的にはそれ

ぞれの島弧が独自の発達をとげてきたことを物語っており，与島弧を一連にした形成史は

なり立ち得ない。

　中生代後期の変動（濃飛変動）とグリーンタフ変動との問には，古第三紀にフィリピン

ーボニンを中心としたボニン変動があったとの指摘があり（藤田，1970・1975），日本列

島では田万川層群・川内層群・太美山層群・台島～西男今庄などがその時期の地層ではな

いかとされている。最近のフィッショントラック年代の測定結果からも，日本海内帯地域

に漸新世の火山帯が存在していたことが次第に明らかとなっている（鈴木，1980：今田ほ

か，1980；甲骨，1982）。日本列島において，はたしてN’ボニン変動”に対応する変動期

が存在したであろうか。古第三紀にすでにグリーンタフ変動の先駆的火成活動が始まって

いるとの見方が出される一方，濃飛変動時の火成活動はグリーンタフ変動へ連続している

との考えもあり，日本列島構造発達史においてはこの問題の意義は大きい。その意味から

小論で扱った，構造の交叉（重複）現象を，島弧形成史における界層の会合現象としてと

らえ，より詳しい検討が必要だと思われる。
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